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「女峰山頂上付近で道に迷った」という悲痛な声が電話口で響いた。聞けば地図もコンパスも所持していないという。

もう一度山頂に戻り、下降ルートを確認するよう勧め、どうやら事なきを得た。楽しい登山には、それなりの準備と心構え

が必要。山中の道標が完備していれば道に迷わないはず、観光案内所で無料の地図をもらえば、地図を買わなくても

済むはず、という甘い考えと思い込みが登山初心者に蔓延していたら、非常に残念な傾向だと思います。（Ｍ・Ｋ） 

奥日光は自然豊かなクマ   

（ツキノワグマ）の生息地です 

奥日光では、クマの目撃報告

が毎年多数あります。活動時

期には、いつでも遭遇する可能

性がありますので、ハイキング

等で野外に出る際には、クマに

出会わない工夫をしましょう。 

「火山噴火予知連絡会」は、気象庁で定例会を

６月に開き、新たに男体山を、活火山に選定したと

発表しました。これは最新の研究結果に基づく学術

的判断であり、静穏な状況である現状を考慮して、

火山防災に必要な監視・観測をする常時観測火

山の対象に含まれませんが、観光地としての風評

被害を心配する声もあるようです。 

 

いつも「楓通信」をご愛読いただき誠にありがとうございます。長い間、購読料をいただきながら発行して

おりました「楓通信」ですが、さらに奥日光の自然情報誌として多くのお客様に読んでいただくために、平成

30年 6月発行予定の 133号より本誌価格は無料とし、引き続き、送料・手数料のご負担で、本誌をお配

りいたします。この間の 131 号、132 号につきましては、今までと同じく有料でございます。すでに振込いた

だいたお客様への対応につきましては、131 号にてお知らせ致します。また、今後、継続購読希望される

お客様に関しては、郵便振替をせずお問合せいただくようお願いいたします。 TEL 0288-62-2461 

森のギャラリー 
 ◆森のギャラリーとは 

ビジターセンターに隣接

する、飲食可能な休憩

所です。 

また、どなたさまも無料

で展覧会等にご利用い

ただけます。ご予約は

当センターまで。  

TEL 0288-62-2461 

月号 

奥日光の自然情報誌 

楓通信  

 

9-11 日光白根山や男体山、那須岳など栃木県内にある登山

ルートの格付けが、栃木県の「県山岳遭難防止対策協議会」

より、８月に発表されました。技量に合った山のルート選びを

促し、山岳遭難を未然に防ぐ目的で、県内の登山８２ルート

を、「体力度」１０段階と「技術的難易度」A から E の５段階で

評価したものです。最難関と評価された皇海山（日光市）は

体力度７、技術的難易度 D でした。日光を代表する男体山

は体力度３、技術的難易度 B、日光白根山の湯元ルートは

体力度４、技術的難易度 B と格付けされました。 

栃木県内の山岳遭難者は平成２６年４９人、２７年７０人

と、県警の統計上過去最多人数を更新したこともあり、栃木

県内の登山のルート選びの参考になると期待されています。 

山の格付けについては、長野県、山梨県、群馬県など６県

で策定されております。 

日光湯元キャンプ場 
 

湯ノ湖畔にある夏も涼

しく、ファミリーや登山

者に最適なｷｬﾝﾌﾟ場

です。 

開設期間：6月～10月 

問合先 

TEL 0288-62-2461 
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奥日光・歳時記 平成 29年 夏 
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奥
山
に 

紅
葉
踏
み
わ
け
鳴
く
鹿
の 

声
聞
く
時
ぞ 

秋
は
悲
し
き 

強
い
オ
ス
は
、
メ
ス
が
長
く
滞
在
す
る
場
所
で
他
の
オ
ス
を
排
除

し
、
な
わ
ば
り
を
維
持
し
ま
す
。
メ
ス
の
発
情
は
約
一
日
。
な
わ
ば

り
オ
ス
は
、
そ
の
間
そ
ば
に
寄
り
添
い
他
の
オ
ス
を
全
く
寄
せ
付
け

な
い
個
体
も
い
れ
ば
、
複
数
の
メ
ス
に
ち
ょ
っ
か
い
を
出
す
タ
イ
プ

も
い
ま
す
。
な
わ
ば
り
オ
ス
に
守
ら
れ
た
発
情
メ
ス
は
、
他
の
オ
ス

か
ら
追
わ
れ
る
心
配
が
な
く
、
ほ
ぼ
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
一
日
を

過
ご
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
、
な
わ
ば
り
か
ら
脱
出

を
試
み
る
メ
ス
が
た
ま
に
い
ま
す
。
今
い
る
な
わ
ば
り
の
オ
ス
と
の

交
尾
を
拒
否
し
続
け
、
隣
の
な
わ
ば
り
に
移
動
し
て
す
ぐ
に
交
尾
す

る
な
ん
て
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
メ
ス
は
の
ん
び
り
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
て
、
実
は
よ
り
良
い
遺
伝
子
を
求
め
て
情
報
収
集
を
怠
ら
な
い

よ
う
で
す
ね
。 

 

じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
観
察
し
て
い
る
と
、
「
フ
ィ
ー
ヨ
ー
」

と
鳴
い
て
い
る
途
中
「
ゴ
ホ
ッ
、
ゴ
ホ
ッ
」
と
む
せ
る
音
や
、
草
を

食
べ
て
い
る
最
中
に
「
メ
ー
フ
ー
ン
」
と
鳴
き
、
唾
液
の
影
響
か
、

う
が
い
を
し
て
い
る
よ
う
な
声
と
な
る
の
を
聞
い
た
り
、
オ
ス
同
士

の
非
常
に
激
し
い
角
の
突
き
合
い
に
遭
遇
し
た
り
す
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。 

紅
葉
狩
り
で
に
ぎ
わ
う
奥
日
光
で
す
が
、
双
眼
鏡
を
片
手
に
シ
カ

の
観
察
を
し
て
み
る
の
も
面
白
い
で
す
よ
。
寒
く
な
る
時
季
で
す
の

で
防
寒
着
を
忘
れ
ず
に
。
観
察
の
後
は
湯
元
温
泉
で
冷
え
た
体
を
、

い
た
わ
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。 

 

 

秋
の
シ
カ
は
、
発
情
期
を
迎
え
ま
す
。
オ
ス
た
ち
は
他
の
オ
ス

へ
の
牽
制
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「
メ
ー
フ
ー
ン
」
と
、
自
分
の
強

さ
や
な
わ
ば
り
を
主
張
す
る
「
フ
ィ
ー
ヨ
ー
」
の
二
種
類
の
声
を

発
し
ま
す
。「
メ
ー
フ
ー
ン
」
は
見
え
て
い
る
相
手
に
対
し
て
発

し
て
お
り
、
声
の
到
達
す
る
距
離
は
数
百
メ
ー
ト
ル
で
す
が
、

「
フ
ィ
ー
ヨ
ー
」
は
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
先
ま
で
届
き
ま
す
。 

和
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
「
声
」
は
、
お
そ
ら
く
遠
く
ま
で
響
く

「
フ
ィ
ー
ヨ
ー
」
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
聞
こ
え
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ

で
す
が
、
も
の
悲
し
く
感
じ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
し
か

し
、
こ
の
声
は
一
日
に
数
回
し
か
鳴
か
な
い
の
で
、
相
当
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
オ
ス
ジ
カ
は
必
死

に
鳴
い
て
い
る
の
に
「
も
の
悲
し
い
」
と
い
う
受
け
止
め
方
は
、

ち
ょ
っ
と
か
わ
い
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

じ
っ
く
り
聞
い
て
い
る
と
、
様
々
な
「
フ
ィ
ー
ヨ
ー
」
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
多
く
は
「
フ
ィ
ー
ヨ
ー
」
を
３
回
繰
り
返
す

の
で
す
が
、
シ
カ
に
よ
っ
て
は
２
回
だ
け
ど
長
く
鳴
い
た
り
、 

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
節
回
し
だ
っ
た
り
と
変
化
が
あ
り
ま
す
。 

日
常
で
は
、
シ
カ
の
姿
を
見
る
こ
と
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

奥
日
光
の
湯
元
に
あ
る
キ
ャ
ン
プ
場
近
く
で
、
じ
っ
く
り
観
察

で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
普
段
は
、
黙
々
と
草
を
食
べ
休
ん
で

反
芻
を
繰
り
返
す
穏
や
か
そ
う
に
見
え
る
暮
ら
し
が
、
秋
に
は

一
変
し
ま
す
。 

 

2017.7.18 ヒョウモンチョウ 2017.6.27 ウスバシロチョウ 2017.7.3 アサギマダラ 

猿
丸
太
夫 

 

 

レンゲツツジ咲く戦場ヶ原  7月 5日撮影 

   一年で一番日が長い夏至が過ぎて、戦場ヶ原の大きな空に、白い夏雲がぽっかりと浮かぶ。 

春から夏へと、咲く花はめまぐるしく移り変わり、結実の秋から冬へ向かう「時」の流れの中に、今、自分がいる。 

湿原を朱色に染めたレンゲツツジも、いずれは散りゆく一抹の寂しさを覚えながら、季節の花が移ろう緑の戦場ヶ原

を眺めていた。（T・Ｋ） 



 

  

 

日光名物紅葉風景 平成 28年秋 
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気象予報士の資格を持つ職員が、 

毎回 1テーマを分かりやすく解説します。 
 

文♦辻岡 

気象が作る奥日光の地形と植生 

 国土地理院の 2万 5千分の一地形図を広げてみましよう。白

根山や太郎山、男体山などの山岳は等高線が混んだ険しい地

形をしていますが、戦場ヶ原、小田代原を中心に奥日光の中央

部は平らな地形をしています。そして山岳の山麓から戦場ヶ原、

小田代原にかけては、傾斜の緩い地形が大きく広がっています。

光徳から三本松にかけての男体山山麓、前白根山の斜面に刻

まれた沢も出口に向かって浅く広がっています。外山沢や柳沢の

流域から千手ケ浜にかけても平らな地形が広がっています。これ

らの緩傾斜地帯は、大雨の度に上流から流れ下った土砂が堆積

したところです。 

湯元の平らな地形も白根沢から湯ノ湖に向かって流れ出た土

砂の堆積地です（今では白根沢には砂防工事、治山工事が施さ

れているのでご心配なく）。このように繰り返し土砂が堆積し、平ら

になったところでは、水分の多い砂質の土壌を好むズミやハルニ

レ、シウリザクラ、カラマツなどの樹林が発達し、奥日光を特徴づ

ける森林を形成しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016.10.18 戦場ヶ原                  2016.10.18 竜頭滝付近の紅葉 

2016.10.22 湯滝                    2016.10.27 中禅寺湖と男体山 

2016.10.26 戦場ヶ原のカラマツ             2016.11.4 湯ノ湖の紅葉と新雪 
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図 2は、三本松付近の航空写真ですが、平らな湿原の中に弧状に森林が伸びています。地上から見ても分かりませ

んが、上空から見ると細長く土砂が堆積したところに樹木が生えていることが明らかです。この土砂の堆積地は、男体山

方面から押し出してきた土石流によるものと思われます。泥炭からなる湿原土壌の上では樹木は育ちませんが、土砂

が堆積したところでは大きく育ちます。ここでも育っている樹木はカラマツやズミです。 

楓通信 94号でも触れましたが、1947年のキティ台風による大雨は男体山から土石流を発生させ、それまで水を

湛えていた赤沼を埋めて今のような姿に変えてしまいました。それ以降、大雨によって奥日光の地形を一気に変えてし

まうようなことは起こっていません。キティ台風はいったいどれほどの大雨を降らせたのでしょうか。気象庁のデータを調

べてみると、2日間で 640.4mm、最大時間雨量は 56.1mm となっています。意外なことに、これは特に多いというわけ

ではなく、この程度の雨は今でも数年に一度は降っています。赤沼を埋めるほどの土砂が流れてきたのは、降雨量もさ

ることながら、戦後間もない当時は治山・砂防工事もされていなかったことによると思われます。 

 

■2016年の平均気温・湯元  ■2017年 日の出日の入り（宇都宮）  ■天文情報 

 9月 10月 11月   9/1 10/1 11/1   9月 10月 11月 

最高気温 16.3 ℃ 10.5℃ 7.3℃  日の出  5:11   5:35  6:03  満月   6日   6日  4日 

最低気温 13.6 ℃ 6.5℃ －1.0℃  日の入 18:09 17:25 16:44  新月  20日  20日 18日 

※自然公園財団日光支部の記録より 

 

※国立天文台ウェブサイトより 

 

10/9  10月りゅう座流星群が極大 

10/21 オリオン座流星群が極大 

11/18 しし座流星群が極大 

   ※国立天文台ホームページより 

 

 

 

図 2 三本松付近の航空写真（YAHOO!地図） 

図 1 奥日光の地形 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真はイメージです 

大多和宿史跡：写真はイメージです 

刈込湖：写真はイメージです 
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 魅惑のフラワートレイル高山 5/28（日） 9:30～15:30    

爽やかな晴天に恵まれたイベント当日、トウゴクミツバツツジが咲き

始めた竜頭滝から、中禅寺湖の北岸へと歩を進める。イチリンソウの

白い花咲く森から湖岸を歩けば、淡い新緑と、ツツジの赤紫色の花

が、青い湖面に映えて美しい。シロヤシオの優美な花を愛でて、いよ

いよ高山を目指す。一汗をかいて山道を登れば、そこが待望の高山

の山頂。ここで楽しいランチ。至福の時を過ごしました。 

ゴールの竜頭滝上まで、シャクナゲやツツジの花を観賞しながら、

樹木の尾根道をゆっくりと歩き、皆、元気に下山されました。この時期

の高山は、季節の花が楽しめる素敵な山ですね。     （Ｍ・Ｋ） 

イベントレポート 

対象：現地（日光湯元）に集合できる中学生以上 

（15歳未満は保護者同伴・20歳未満は親権者の同意必要） 

集合場所：日光湯元ビジターセンター前 

参加費：1,000円  定員：15名程度の予定 

 

 

 

湯元温泉から、神秘的な刈込湖

を訪ねる山歩きです。 

往復約 5.3kmの、ロマンあふれる

魅力的なコースです。 

*お申込み先* 

日光湯元ビジターセンター 

TEL：0288-62-2321 

FAX：0288-62-2378 

日光山修験道の男体山への登山基

地となった志津峠近くの大多和宿。

晩秋の草むらに眠る四基の石造物に

出会う歴史ロマンの山旅 

○○○○○○○○○○○○です 

対象：現地（光徳）に集合できる成人 

集合場所：光徳無料駐車場 

参加費：2,000円  定員：10名 

 

詳細は次号 131号（12月 1日発行）でお知らせします。 

 

対象：現地（日光湯元）に集合できる小学生以上 

（15歳未満は保護者同伴・20歳未満は親権者の同意必要） 

集合場所：日光湯元ビジターセンター前 

参加費：500円  定員：15名程度の予定 

 


